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受講のてびき
• 本資料は作成者の解釈が含まれます, 答えのない議論があります 

• 前半で1テーマの紹介, 後半でテーマを深める議論を行います 

• 前期と後期がリンクしています. 予習復習の参考にしてください
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前期 A04 
◯◯のメディア論

後期 A18 
◯◯のメディア実装論



本日のテーマ

‣ 場をつくり, ふんだんに交流し, 表現を生み出す
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前期概要 メディア・サイクル
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場
異なる領域の人が 
集結するきっかけ

表現
交流の中で 

生まれる試行錯誤

創発
場の相乗効果と 
融合した新しい領域

過去の創発が 
次世代の場へ

思考の結び 
メディア化促進

個々の分離の緩和



場の形成まで
‣ 目的空間へ向かうきっかけを得る 

‣ 同じ目的の共有, 個人の欲求, 通りすがるなどさまざまな理由で近づく
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とある目的空間

場に気づいて 
行きたくなる

もともとの 
目的が一致

空間内の 
人に会う

目的は別だが 
通過する



場の励起
‣ 個人間の距離が近くなると交流が生まれる 

‣ 交流がまとまってくると, 場が形成される
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目的を共有する場
共通目的の対話

通過中

あらたな交流

予定していた交流



場の交流醸成と表現の発露
‣ 場の中で交流が増え, 深まると表現が生まれ出す 

‣ 豊かな表現に溢れるコミュニティが形成される
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コミュニティ

通過中

表現の場の発生

新たな参入



多くの他者から得る自分のこと
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誰もが知る自分 
自 既知 
他 既知

自分だけが知る自分 
自 既知 
他 未知

自覚のない自分 
自 未知 
他 既知

誰も知らない自分 
自 未知 
他 未知

‣ 多くの他者視点は, 自分への認識をさらにクリアにできる



まとめ

‣ メディアの営みは, 場→表現→創発→場のサイクルを続けている 

‣ メディア化を促進するには, まず集まる場が必要 

‣ コミュニティ 

‣ 個々人の独立した行動が似た指向性を持つと自然と集まる 

‣ 集まったことを活かして, 交流頻度を高め, 場を醸成する 

‣ 交流活発な場から, 表現活動は発生していく
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本日の議論・考察一助

a. 各々の目的で向かってくる個人を場に迎えるコツはなんだろうか 

b. 交流から表現を発露させるための勘所はなんだろうか 

c. 具体的にどのようにコミュニティを構築するかの議論
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次回予定

メディア実装4 
「アーカイブ」記録を残す 
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